
文
化
的
多
様
性
を
リ
ソ
ー
ス
に

「
全
学
的
国
際
化
」を
推
進

全
学
的
国
際
化
の
一
助
と
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の
醸
成
を

目
的
に
19
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
、
各
国
駐
日
大
使
、
外

交
官
に
よ
る
講
演
会
や
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
ネ

パ
ー
ル
大
使
、
コ
ソ
ボ
大
使
、

ロ
シ
ア
大
使
に
よ
る
講
演
会
を

実
施
し
た
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
の

文
化
や
経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音

楽
な
ど
に
触
れ
る
「
ア
フ
リ
カ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
理
解

を
進
め
る
の
に
、
一
般
に
は
な

じ
み
の
薄
い
国
や
地
域
と
交
流

す
る
こ
と
は
効
果
的
で
す
。
要

す
る
に
、
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ

人
と
触
れ
合
う
機
会
は
あ
っ
て

も
、
コ
ソ
ボ
人
と
触
れ
合
う
機

会
は
め
っ
た
に
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
か
ら
よ
り
多
様
な
視
点
や

考
え
方
が
得
ら
れ
る
の
で
す
」

（
秋
田
国
際
担
当
学
長
代
理
）

20
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
ア

フ
リ
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

ケ
ニ
ア
大
使
館
参
事
官
が
講
演

を
行
い
、
陸
上
競
技
部
の
上
田

誠
仁
監
督
と
山
梨
学
院
大
学
出

せ
創
造
性
を
発
揮
す
る
）
と
、

C
hallenge to C

hange

（
変

化
を
楽
し
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
）
の
２
つ
の
意
味
を
込
め
て

い
ま
す
。
本
学
か
ら
世
界
中
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
生
の
交
流
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
や
し
た
い
の
で

す
」そ

う
し
た
狙
い
か
ら
、
山
梨

学
院
大
学
で
は
、
国
際
化
を
加

速
さ
せ
、
異
な
る
文
化
や
価
値

観
を
持
つ
人
々
が
集
ま
る
環
境

を
つ
く
り
、
文
化
的
多
様
性
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

理
は
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
本
学
は
75
周
年
の
節
目
を

迎
え
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て

21
世
紀
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
教
育
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
向
を
目
指
す
か
再
確
認
し

ま
し
た
。
19
年
に
新
し
い
学
園

哲
学
『
Ｃ
２
Ｃ
』
を
制
定
し
、

本
学
を
運
営
す
る
法
人
の
名
称

も
21
年
４
月
か
ら
学
校
法
人

C
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に
変
更
し
ま
し
た
。

Ｃ
２
Ｃ
に
はC

uriosity to 
Creativity

（
好
奇
心
を
働
か

れ
ぞ
れ
30
％
に
引
き
上
げ
る

「
30
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
。

さ
ら
に
、「
全
学
的
国
際
化
」

を
通
し
た
、
創
造
的
で
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
な
思
考
力
や
、
積
極

的
に
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
と

態
度
を
育
成
す
る
「
教
育
の
質

的
転
換
」
を
目
指
す
。

秋
田
辰
巳
国
際
担
当
学
長
代

法
人
名
称
を
変
更
し
て

国
際
化
戦
略
を
加
速

山
梨
学
院
大
学
は
国
際
化
へ

の
取
り
組
み
を
強
力
に
進
め
て

い
る
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
学

生
、
教
員
、
職
員
の
外
国
人
比

率
と
、
全
授
業
科
目
の
う
ち
外

国
語
で
行
う
授
業
の
割
合
を
そ

社
会
に
出
た
と
き
に
国
際
化
に

適
応
で
き
る
人
材
の
輩
出
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、

世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
、

人
種
、
価
値
観
を
持
っ
た
人
々

を
集
め
、
お
互
い
に
刺
激
し

合
っ
て
学
び
を
深
め
る
環
境
を

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
世
の
中
の
激
し
い
変

化
の
中
で
、
学
生
た
ち
は
卒
業

後
に
何
ら
か
の
課
題
や
困
難
に

直
面
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

そ
の
と
き
、
山
梨
学
院
大
学
で

培
っ
た
適
応
力
や
創
造
的
な
思

考
力
、
物
事
へ
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
彼

女
ら
が
活
躍
す
る
道
は
必
ず
開

け
る
は
ず
で
す
」（
秋
田
国
際

担
当
学
長
代
理
）

山
梨
学
院
大
学
に
は
塀
が
な

く
、
市
民
が
気
軽
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
、
海
外
か
ら
の
留
学

生
も
幅
広
い
年
齢
層
の
人
と
交

流
で
き
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
い
、

多
様
性
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
環

境
の
構
築
を
目
指
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
適
応

力
や
人
間
性
を
実
践
的
に
育
む

大
学
と
し
て
の
挑
戦
を
続
け
る
。

加
し
た
。

21
年
度
以
降
は
さ
ま
ざ
ま
な

滞
在
地
や
研
修
メ
ニ
ュ
ー
が
用

意
さ
れ
た
１
〜
２
週
間
程
度
の

短
期
間
海
外
研
修
で
、
日
本
人

学
生
は
誰
で
も
支
援
金
制
度
を

活
用
で
き
る
「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
海

外
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
。
さ

ら
に
海
外
の
提
携
大
学
の
学
生

が
気
軽
に
山
梨
に
来
ら
れ
る
よ

う
「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

Ｙ
Ｇ
Ｕ
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
中
で
あ
る
。

「
大
学
は
社
会
に
出
る
一
歩

手
前
の
教
育
機
関
で
す
か
ら
、

の
執
筆
や
学
習
計
画
の
相
談
な

ど
教
員
に
よ
る
専
門
的
サ
ポ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
学
生
に
よ
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
日
本
で
の
リ
ア
ル
な
生

活
に
関
す
る
手
助
け
も
し
て
い

る
。ま

た
、
20
年
度
は
海
外
へ
の

留
学
が
困
難
に
な
っ
た
が
、
日

本
に
い
な
が
ら
海
外
の
企
業
や

日
本
企
業
の
海
外
拠
点
発
の
就

業
体
験
を
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
企
画
を

実
施
し
、
数
十
名
の
学
生
が
参

21
年
４
月
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
大

使
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ヨ
ル
ダ

ン
の
難
民
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
会
を
実
施
し
、
10
月
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
予
定
し
て
い
る
。

国
際
的
な
視
野
を
広
げ

世
界
と
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り

　
さ
ら
に
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

を
受
容
す
る
た
め
の
環
境
整
備

と
し
て
、
20
年
４
月
に
は
「
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
コ
モ
ン
ズ
（
Ｌ
ａ
Ｃ

ｏ
Ｍ
ｏ
）」
を
開
設
。
カ
フ
ェ
に

立
ち
寄
る
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
空
間
を
つ
く
り
、カ
ジ
ュ

ア
ル
に
異
文
化
交
流
を
行
う
こ

と
で
、
学
生
の
外
国
語
に
対
す

る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
狙
い
だ
。

Ｌ
ａ
Ｃ
ｏ
Ｍ
ｏ
に
はEnglish 
Cafe

とJapanese Cafe

が
あ
り
、

English Cafe

で
は
外
国
人
講

師
に
よ
る
一
対
一
の
無
料
の
英

語
レ
ッ
ス
ン
が
予
約
制
で
受
講

で
き
る
。Japanese Cafe

で
は

「
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
で

留
学
生
が
学
習
や
生
活
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
は
レ
ポ
ー
ト

身
で
現
在
は
桜
美
林
大
学
陸
上

競
技
部
の
真
也
加
ス
テ
フ
ァ
ン

駅
伝
監
督
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
音
楽
祭
、
物
産
展
が

開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
で
会
場
は

人
数
制
限
が
あ
っ
た
が
、
同
時

に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
い
、

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
れ
ば
、
９
割
以
上
が
高

く
満
足
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

「
と
く
に
、
海
外
交
流
な
ど

に
前
向
き
な
学
生
に
は
学
内
で

の
多
様
性
だ
け
で
な
く
、
社
会

と
結
び
付
い
た
取
り
組
み
や
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
、
ス
タ
ッ
フ
は
大
使
館
な

ど
と
つ
な
が
り
を
構
築
し
、
本

学
が
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」（
秋
田
国
際
担

当
学
長
代
理
）

「LaCoMo」のJapanese Cafeは、日本情緒あふれる和室。
訪れる人 の々コミュニケーションが自然と活発になる、居心地のよい空間だ

国際担当学長代理
秋田 辰巳

山梨学院大学　山梨県甲府市酒折2-4-5　055-224-1234　https://www.ygu.ac.jp/　

「アフリカフェスティバル」で行われた音楽祭の様子 

駐日ロシア連邦特命全権大使のミハイル・ユーリエヴィチ・ガルージン氏によ
る講演会の様子

「LaCoMo」のEnglish Cafeは、ソファ席もあり落ち着いた空間になっている。
リラックスした雰囲気で、コミュニケーションを図ることができる

山梨学院大学が育む
国際化適応力
2021年、創立75周年を迎えた山梨学院大学は、これまでに国
際リベラルアーツ学部（iCLA）の設置や留学支援事業、各国駐
日大使による講演会など、「全学的国際化」に向けた施策を次々
と実施。20年には学生の異文化交流や語学学習を支援する施
設「ランゲージコモンズ（LaCoMo）」を開設した。激しく変化す
る世の中で「大学もスピーディーに国際化を進める必要がある」
という山梨学院大学の取り組みに迫る。

グローバル大学広告特集

山梨学院大学

文化的多様性を享受し国際感覚を醸成


